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Agenda 

• RFQ内容の説明(要点のみ) 

• RFQの配布先について 

• 今後のスケジュール 

• 課題 
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RFQ内容の説明 

※Hardware SampleとHardware Interface Specification DocumentはNDAなしでAGLコ
ミュニティ内に開示可能とする 
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RFQ内容の説明 
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RFQ回答に対するレビュー 



RFQ内容の説明 
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ＳＡＴとの協議
で追加 



RFQの配布先 

RHSAのレゴブロックアーキテクチャ構想に基づき、パナソニック
社は試作を開発済み。 

コスト、納期を考えると、パナソニック社に委託するのが妥当と
判断し、RFQはパナソニック社のみに発行予定。 
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今後のスケジュール 

RFQ発行後のAGL SATとの調整は委託先に対応いただく。 

必要に応じて、RHSA EGとしてサポート。 
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SAT F2F @ San Diego 

契約 



課題 

• 当初の設計に比べ、ハードウェアインターフェイスの種類、数
が増加している。 

• それに伴い、開発費が想定額($300,000-)を上回る可能性が
高い。(EG全体の予算は$360,000-) 

• RFQの回答を受け、今回の業務委託でどこまで実現するかを、
SAT含め協議し決定する。 

• 今回の業務委託で実現できない要件は、来期に実現できる
よう、ABで予算を申請する。 

• インターフェース仕様を開示するので、来期の委託先は改め
て選定する。 
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